
　あけましておめでとうございます。皆さんは新年をどのように迎えられましたか？
　美味しいお正月料理をたくさん食べられましたか？お正月の食べ物といえば「おせち料理」

や「お雑煮」、「お餅」などが思いうかびますが、最近「お餅」はいつでも食べることができるようになったためか、
「お正月の食べ物」のイメージが薄くなってきたような気がします。でも、お正月に食べる「お餅」はなんだか特
別な感じがして美味しく感じるのは私だけでしょうか？
　さて、正月も終わり、これからは正月太りの解消をめざします。がんばります！	 石

に
開
か
れ
、
中
世
末
ま
で
に
は
香
山
村
（
た

つ
の
市
新
宮
町
）
ま
で
船
が
遡
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
上
流
に
比ひ

ぢ

が

ほ

き

地
保
キ
の

難
所
が
あ
っ
て
、
こ
こ
が
開
削
さ
れ
た
の
は

江
戸
時
代
初
め
の
元げ

ん

な和
年
間
（
一
六
二
〇

年
前
後
）
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
網

干
か
ら
出い

だ
い
し石
ま
で
の
通
船
が
実
現
し
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
出
石
は
揖
保
川
舟
運
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
両
岸
に
船

着
場
の
石
出
し
が
築
か
れ
、
下
流
の
村
々

か
ら
も
船
が
集
ま
り
、
船
問
屋
の
倉
庫
が

並
ん
で
、
活
気
あ
ふ
れ
る
商
業
地
へ
と
発

展
し
ま
す
。
井
関
の
関
係
で
運
航
は
秋
の

彼
岸
か
ら
春
の
彼
岸
ま
で
の
半
年
間
な
が

ら
、
山
崎
藩
の
『
万

よ
ろ
ず

覚お
ぼ
え

帳ち
ょ
う

』
に
は
「
出
石

高
瀬
舟
三
十
二
艘
」（
天
保
二
年
＝

一
八
三
一
）、「（
正
月
か
ら
春
の
彼
岸
ま
で

に
荷
を
積
ん
だ
）
船
数
千
七
百
三
拾
七
艘
」

（
安
政
二
年
＝
一
八
五
五
）
な
ど
と
あ
り
ま

す
。
上
流
か
ら
の
筏
も
こ
こ
で
再
編
成
さ

れ
ま
し
た
。
水
運
は
藩
の
貴
重
な
財
源
と

な
り
、
出
石
に
は
藩
の
船
番
所
や
浜
御
殿

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
川
船
、
い
わ
ゆ
る
高
瀬
舟
は
長

さ
七
間
・
幅
一
間
・
深
さ
二
尺
程
度
が
一

般
的
で
し
た
。
下
り
船
で
は
米
や
木
炭
な

ど
が
、
上
り
に
は
塩
や
日
用
雑
貨
な
ど
が

運
ば
れ
ま
し
た
が
、
積
荷
の
量
は
川
の
状

況
に
よ
っ
て
も
違
い
、
米
な
ら
十
石
か
ら

二
十
石
前
後
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
乗
り
組

み
は
三
人
が
基
本
で
、
上
り
は
二
人
が
両

岸
か
ら
綱
で
引
き
、
一
人
が
船
を
操
り
ま

し
た
。
農
閑
期
の
稼
ぎ
に
な
っ
た
と
は
い

え
、
危
険
の
伴
う
重
労
働
で
し
た
。
な
お
、

幕
末
に
は
上
流
の
村
々
か
ら
出
石
以
北
へ

の
通
船
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
現

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
明
治
以
降
、
水
運
の
重
要
度
は
次
第
に

低
下
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
明
治
二
四
年

（
一
八
九
一
）
の
調
査
で
は
旧
山
崎
町
に

一
一
、
河
東
村
に
一
二
、
戸
原
村
に
四
一

艘
の
川
船
が
あ
り
ま
し
た
。『
山
崎
町
史
』

編
纂
時
の
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査

で
、
昭
和
五
年
の
小
学
校
卒
業
旅
行
で
川

船
に
便
乗
し
て
網
干
へ
下
っ
た
、
と
聞
き

ま
し
た
。
そ
の
頃
ま
で
は
細
々
と
運
航
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
出
石
の
船
着
場
の
石
積
み
が
、
関
係
各

位
の
ご
理
解
ご
尽
力
に
よ
り
修
復
さ
れ
ま

し
た
。
揖
保
川
が
宍
粟
と
海
と
を
結
ぶ
大

動
脈
だ
っ
た
当
時
の
唯
一
の
遺
構
に
、
先

人
の
生
活
や
郷
土
の
歴
史
を
し
の
び
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

（
神
戸
医
療
福
祉
大
学　

岩
井
忠
彦
）

編 集 後 記

揖
保
川
水
運
の
繁
栄

〜 

第
32
回 

〜

宍
粟  

歴
史 

再
発
見

　
揖
保
川
は
歴
史
的
に
重
要
な
交
通
路

で
、
流
れ
が
緩
や
か
な
所
で
は
古
代
か
ら

船
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
世
に
は
、

官か

ん

が衙
や
寺
院
用
の
大
き
な
用
材
が
上
流
か

ら
運
ば
れ
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
後
期
以
降
、

三
方
や
三
方
西
（
波
賀
町
）
な
ど
か
ら
の

木
材
に
関
す
る
文
書
が
多
く
な
り
ま
す
。

延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）
に
は
書
写
山
円

教
寺
の
心
柱
が
引
原
か
ら
伐
り
出
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
経
緯
を
記
し
た

『
捃く

ん
じ
ゅ
う
し
ゅ
う

拾
集
』
か
ら
、
谷
川
を
堰
き
止
め
て
木

材
を
流
し
た
こ
と
や
、
通
常
は
網
干
ま
で

数
日
か
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

　
材
木
や
筏
な
ら
越
え
ら
れ
る
浅
瀬
で
も

船
に
は
危
険
で
す
。
そ
の
よ
う
な
所
も
次
第修復された出石の船着場

修復後の船着場石出し
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